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る Sr フェライトの 57Fe 核 NMR 測定を行い、装置の有用性を検証している。信号強度の
周波数・振動磁場強度 2 次元マップの全自動測定にも成功している。さらに、各鉄サイ
トの信号強度の振動磁場強度依存性から各鉄サイト固有の局所異方性の情報が得られ
















たり 0.46 の単結晶試料が得られ、その試料で Sr-La フェライトや Ca-La フェライトと
同様な磁化困難軸方向のメタ磁性転移が観測された。また、低温での異方性磁場の大
きさが、２価鉄の濃度が式量当たり 0.51 の Ca-La フェライトとほぼ一致することから、
M 型フェライトの磁気異方性は置換元素によらず、主に２価鉄の含有量に依存すること
が示された。Ca-La フェライトの 57Fe 核 NMR 測定では、メタ磁性転移磁場で、周波数
スペクトルの形状が大きく変化し、また共鳴周波数がシフトした。これらの結果の解
析からメタ磁性転移の微視的機構、すなわち、メタ磁性転移磁場で鉄の磁気モーメン
トが c 軸から c 面内へフリップすること、を明らかにしている。さらにスピンフリッ
プの起源を考察し、八面体サイトを占有する２価鉄の異方性エネルギーの角度依存性
が二重極小構造をもつことがその起源であることを提唱している。磁化困難軸方向の




















む試料の 57Fe 核 NMR 測定を通じて、その問題にアプローチしている。第一部および第
二部で得られた主な成果は以下の通りである。 
１． 周波数高速スイッチ積算を導入することで、信号強度の比較的弱い核の NMR でも
無同調 NMR が同調 NMR に勝るパフォーマンスを持ち得ることを示した。 
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